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研究成果の概要（和文）：本研究課題の成果は，高齢者単身世帯の急増に伴う話し相手の需要の急増，ユーモア
の医療への応用といった問題を解決するために，ユーモア研究に対する基盤的な研究環境を整備したことであ
る．ユーモアの面白さが文脈に依存することは自明である．本研究課題では文脈を考慮したユーモアの面白さを
評価するための標準データベースの開発を行った．このことにより他分野の研究者の本研究分野への進出が容易
になり，多くの研究者がユーモアの研究に取り組むようになるものと考えられる．今後は，あらゆるユーモアに
関する工学的な研究を統合的に行うユーモア工学を確立することを考えている．

研究成果の概要（英文）：The outcome of this research project is the development of a basic research 
environment for humor research in order to solve problems such as the rapidly increasing demand for 
talking partners due to the rapid increase in the number of elderly single-person households and the
 application of humor to medicine. It is obvious that humor depends on context. In this research 
project, we have developed a standard database for evaluating humor in context. We believe that this
 will facilitate the entry of researchers from other fields into this research field and encourage 
more researchers to engage in humor research. In the future, we plan to establish humor engineering 
that integrates engineering research on all kinds of humor.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ユーモアの面白さが文脈に依存することは自明であるが，文脈まで考慮したユーモアの面白さの評価手法は未だ
に確立されていなかった．本研究成果の学術的意義はこの問題を解決するために文脈を考慮したユーモアの面白
さを評価するための標準データベースの開発を行ったことである．また，生成AIの急速な進歩によって社会は急
激に進化している．本研究成果の社会的意義は，本研究課題で開発した大規模な文脈付きユーモアデータベース
を生成AIの学習に使用することにより生成AIのユーモア能力が進化することである．また，生成AIに最も重要な
大規模なデータベースの開発も本データベースの開発方法が貴重な知識になるものと思われる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

研究開始当初の背景としては，高齢者単身世帯の急増に伴う話し相手の需要の急

増，ユーモアの医療への応用といった問題が未解決であったことがあげられる． 

この問題を解決するためにはユーモア研究に対する基盤的な研究環境を整備すること

が必要であった．また，ユーモアの面白さが文脈に依存することは自明であるが，文

脈まで考慮したユーモアの面白さの評価手法が確立されていなかった． 
 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は，文脈を考慮したユーモアの面白さを評価するための標準データベ

ースの開発を行うことである．このような標準データベースが開発されることにより

他分野の研究者が容易に本研究分野へ進出できるようになり，ユーモア研究の活性化

が図られる．最終的には，あらゆるユーモアに関する工学的な研究を統合的に行うユ

ーモア工学を確立することやユーモアに関する研究を統合的に発表，討論する場とし

てユーモア工学学会の設立が考えられる． 
 
３．研究の方法 

 本研究課題では対話の文脈によるユーモアの面白さへの影響を分析するために， 

Twitter上に存在する26,739件の駄洒落を含む対話を収集した．収集したもののうち，

駄洒落を含む対話12,000件に対して対話の面白さの評価を行った．ここで，評価にか

かる時間的コストの高さと評価者の駄洒落を含む対話に対する飽きを考慮し， クラウ

ドソーシングを用いて16名の評価者を雇用した．評価者16名には1件の対話に対して，

3名の評価が付与されるように1,000~3,000件の作業を割り当てた．  
 
４．研究成果 

評価の結果として，第一に評価者16名のスコアの91.3%は1点，2点及び3点であるこ

とが確認された．この要因として，Twitter上の対話には第三者から面白さを評価され

る前提がないことが考えられる．第二に，人によって異なる面白さの度合いについて

分析を行った．評価者間の一致度をコーエンの重み付きκ係数を用いて算出した結

果，κ係数0.29となり，おおむね一致していることが確認された．それに加えて，評

価者組間の一致数と割合についても分析を行った．その結果，2者一致しているものが

約5割，3者一致しているものが約2割，3者一致していないものが約2割であることが確

認された．次に，面白さに影響を及ぼす対話文脈がどのような特徴を持つかについ

て，駄洒落に対する話者の反応に着目した分析を行った．ここで，一般的な駄洒落に

対する話者の反応をもとに，高度なノリ，単純なノリ，無反応，その他の4種類の話者

反応を定義した．これらの定義をもとに，面白さが増加及び減少した対話2,000件に対

して話者反応の分類を複数人で行い，多数決によって定めた話者反応の割合を分析し

た．ここで，アノテータ間で完全に意見が分かれたものを分析対象から除外した．そ

の結果，面白さが増加した対話918件のうち，67.6%が高度なノリ，単純なノリの話者

反応を含む対話となった．このことから，駄洒落を含む発話に対して，関連性のある

表現または駄洒落を返すような対話文脈は駄洒落の面白さを増加させることが考えら

れる．また，面白さが減少した対話905件のうち，89.0%は無反応，その他の話者反応

を含む対話となった．このことから，対話中の駄洒落に対して反応がないまたは対話



内容の解釈が困難な対話文脈は駄洒落の面白さを減少させることが考えられる．  

今後の課題として，はじめに駄洒落データベース中の10,001番以降の駄洒落を用い

た駄洒落を含む対話の追加収集を行うことが挙げられる．次に，第三者から面白いと

感じられる対話をより多く収集するために，駄洒落が好きな人に駄洒落を含む対話を

作成していただくことが挙げられる．これにより，第三者に面白さを与える意図があ

る対話の収集を行った上で，これらの対話をもとに，対話文脈を含む駄洒落の面白さ

を評価する標準データベースを構築することである． 
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